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Omniverseは、複数の 3Dデータ・
アセットを基に仮想空間を構築する
プラットフォームであると同時に、
構築した仮想空間内でのコラボレー
ションやシミュレーションをも可能
にするクリエイティブツールだ。
Omniverseを導入することで、こ
れまでとは全く違うレベルでのイノ
ベーション、すなわち “破壊的創造”
を実現することができる。とは言っ
ても、クリエイティブワークでは、
メンバーそれぞれが異なるアプリ
ケーションを使用してアセットを作
成している場合が多い。よって、「ま

ず最初にアセット作成ツールを統一
しなければならない」と考える読者
は多いだろう。
しかし、Omniverseならその手
間は一切無用。CAD・BIM・CIM
などの 3次元データを扱う各アプ

リケーションからデータを取り込
み、「USD（ユニバーサルシーンディ
スクリプション）」という機能を介
することで、統一フォーマットとし
て集約し、シミュレーションするこ
とができる。

USDは Omniverse の中核を担う
技 術 だ が、 元 々 は 米 Pixar 
Animation Studiosが開発したさま
ざまな要素を持つ 3Dシーンをやり
取りするために作られたフレーム
ワークで、その後オープンソース化
さ れ Apple、Autodesk、Adobe、
Siemensなどにより拡張が行われ
ている。複数のシステム間で“デー
タ構造を壊さずに”リアルタイムに
共有しながら、3Dシーンを創り上
げることが可能で、大手プロダク
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図 1　Omniverse 構成要素 （出典：NVIDIA）
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ションで既に多くの運用実績を誇
る。また創られた 3Dシーンはさま
ざまなデバイスからのアクセスや対
話しながらの編集が可能だ（図 1）。
■ユースケース：デザイン部門　
それでは、Omniverseを活用し
て具体的にどのようなことができる
のか？例えばデザインチームが街路
の仮想空間を創る場合。道路・建物
１・建物２・電灯・ゴミ箱といった
アセットの製作は、デザイナー複数
人がそれぞれにサードパーティー
ツールを使用して行うことが多い。
既述のとおり、Omniverseは異な
るツールで作られたそれらのアセッ
トを集約し、統合し、コラボレーショ
ンレビューに表示する。これにより、
アセットを作った複数のデザイナー
は、リアルタイムで対話をしながら
次々に浮かぶアイデアをスピー
ディーに反映し、ブラッシュアップ
することができる（図 2）。
また、色・材質の変更に加えレイ
トレーシング※ 1もリアルタイムで
行えるため、統合した画像に対し、
朝の光の中ではどのようなイメージ
になるのか？ 夕陽の頃は？ 夜は？ 
といった光線の変化によるシミュ
レーションもリアルタイムで物理的
に正確に表示される。
さらに、レイトレーシングされた
コンテンツは階層毎にコントロール
できるため、短時間で反復作業を行
い、より多くのデザインを検討する
ことができる（図 3）。
■ユースケース：工場・計画部門

Omniverseは工場プランナー・
レイアウトプランナー・メカニカル
エンジニア・ロボットエンジニアな
どから成る製造業のプランニング
チームの連携でも有用だ。

従来、大規模な製造工場で扱う動
きのあるデータや複雑な形状データ
を統合してシミュレーションする
環境は存在しなかった。その一因は
扱うデータ量の膨大さにある。
NVIDIAは本来 GPUのメーカーで
あるため大容量のデータを扱うこと
を得意とし、大規模な製造業が抱え
る課題に対しても圧倒的な強みを有
している。
例えば、建屋の構造・機器の設置

レイアウト・工程のメタデータ・ロ
ジティクス・ロボットの動作などあ
らゆるデータを集約しバーチャル工
場 1棟を正確に創り上げることが

できる。現存のラインに対し新たに
増設するラインが作業員やロボット
の導線に干渉しないか、どの程度の
照明が必要になるのか、といった微
細な条件に対してもそれぞれのメン
バーが異なるツールで作成したア
セットを統合したうえで、正確にシ
ミュレーションできる（図 4）。
また、製造業の中にはシミュレー
ションをデジタルツインの実現に活
かしたい、と考えるお客様は多い。
バーチャル工場内で工程のシミュ
レーションや、ロボットのトレーニ
ング等を実施したいという意向だ。
こうした用途にもデータ量に左右さ
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れずにリアルタイムで機能する
Omniverseは最適と言える。
一方、昨今急増傾向にある製造業
における AI画像認識では①大規模・
高多様性・高精度なデータ合成、②
現実に近似した環境、③正確で物理
法則に従ったデータを活用した学
習、といった条件が必要となるが、
Omniverseはこれらをクリアし、多
大な効果を発揮すると考えられる。
その他、ドイツの鉄道会社では列
車の自動運転用の AI学習や、トン
ネル内の風の影響を仮想空間上で可
視化したり、アメリカの大手小売業
では人流をシミュレートし、IoT
データと連携させるといったユース
ケースがある。

Omniverseは、デザインコラボ
レーションからデジタルツインまで
幅広い分野での活用が期待される
が、効率的に実践するためには必要
に応じて AI／シミュレーション技
術、XRデバイス、セキュアなクラ
ウド基盤や仮想化を実現するクラウ
ド基盤が必要となる。CTCは多くの
パートナー企業との協業により、こ
れらに対するさまざまなソリュー
ションを提供している。
その中でも、2023年 10月から

提供開始した「Omniverseを活用
したデジタルツイン環境の早期構築
サービス」（以下、本サービス）は

多方面から注目を集めてい
る。本サービスは「ワーク
ショップサービス」と「ス
ターターパッケージ」から
成り、お客様に寄り添いな
がら、最適なデジタルツイ
ン構築を支援するものだ。提
供価格は 500万円（税抜）
からで、製造業や建設業を
中心にサービス展開を図っ
ていく。
■「ワークショップサービス」
デジタルツインを自社に

取り入れてビジネスを拡大したいと
しながらも、何からスタートさせれ
ばよいのかを模索しているお客様は
少なくない。「ワークショップサー
ビス」はそうしたお客様に向けたデ
ジタルツイン実現のためのファース
トステップだ。ワークショップでは、
まず、Omniverseの活用事例を紹
介し、お客様のイメージづくりを支
援する。次に、Omniverseで実現
したいことをヒアリングし、導入範
囲を明確化する。そして合致する
Omniverse機能を紹介し、PoCの
提案を行う（図 5）。PoCのメニュー
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は「AI画像認識用学習データ合成
生成サービス」「物理シミュレーショ
ン設定サービス」「生産ラインシミュ
レータ連携サービス」などがあり、
いずれも CTCがこれまで培ってき
た知見やノウハウを活かした内容だ
（図 6）。PoCは、お客様ごとにプロ
ジェクトを組成して推進し、CTC
の特長とも言える“お客様と同じ視
線に立って伴走するスタイル”を踏
襲する。
尚、既に Omniverseで実現した

いことがイメージできているお客様
に向けては必要に応じ簡易的なワー
クショップを行う。
■「スターターパッケージ」
「スターターパッケージ」は、

Omniverseの導入・構築をご検討
されているお客様の入り口となる
CTCが独自に提供するサービス
パッケージだ（図 7）。スムーズな
開発、運用を早期に実現できるよう
Omniverseの有識者がお客様の環
境に応じた支援を行う。具体的には
ライセンスの取得、インストール、
サーバー・ワークステーションまた
はクラウドサービスといった必要と
なるインフラ環境の整備などをお客
様とのミーティングを重ねながら要

よび気象の予測を加速するフルス
タックのオープンプラットフォーム
「NVIDIA Earth-2」を提供してお
り※ 2、2027 年までに全地球のデー
タをもとに“地球まるごと”デジタ
ルツインを創ると表明している。こ
れにより、気象予報の精度は各段に
向上するだろう。既に米ロッキード
社がカリフォルニアの森林火災のシ
ミュレーションに Omniverseを活
用しているが、日本においても企業
や自治体から災害時のさまざまなシ
ミュレーションに導入したいとの声
が寄せられている。
これまでさまざまなツールで作
成・蓄積されてきた既存のデータを
“シェアするのではなく、統合する”
というコンセプトで開発された
Omniverseだからこそ、その価値
と可能性は無限大だ。CTCは今後
も NVIDIAのエリートパートナー
として、Omniverseのデジタルツ
インを活用し、お客様のイノベー
ションを支援していく。

件に合わせた環境用意を実施する。
他のソリューションと組み合わせて
デジタルツインの環境を構築する場
合には、ハードウェアベンダーを始
め複数のパートナーとリンクして提
供を行う。
また、お客様が Omniverseで実
現したことを基にさらなるビジネス
拡大を検討するためのワークショッ
プを開催したり、お客様所有のデー
タを活用してのデジタルツイン、デ
ザインコラボレーションの実現を支
援するといったオプションサービス
メニューも用意している。

NVIDIAはインタラクティブな
高解像度シミュレーションで気候お

※1 光線追跡法。光線などを追跡することによ
って、ある点において観測される像をシミ
ュレートする手法
※2 https://www.nvidia.com/ja-jp/high-
performance-computing/earth-2/
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